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サル虹彩色素上皮および毛様体無色素上皮の蛍光標識

レクチンを用いた組織化学 (図 1,表 1)
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要  約
サル虹彩色素上皮および毛様体無色素上皮基底膜側表面の複合糖質について, 8種類の蛍光標識レクチン
(RCA‐ 1,PNA,Con A,WGA,DBA,SBA,UEA‐ 1,LTA)を 用いて組織化学的に検索 した。両上皮の
間にいくつかのレクチンに対する反応性に差異がみられた。すなわち,RCA‐ 1と PNAは虹彩色素上皮にほと
んど結合 しないのに対 し,毛様体無色素上皮には強く結合 した。また,こ れらの毛様体無色素上皮への結合性
には部位によって差がみられ,虹彩色素上皮側に近付 くにつれて結合の強さが減弱していくのが観察された。
Con Aお よびWGAは 両方の上皮とも結合 したが,毛様体無色素上皮の方により強 く結合した.DBA,SBA,
UEA‐ 1およびLTAは いずれの上皮とも結合 しなかった。 (日 眼 92:112-114,1988)
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The binding of eight fluorescein-lao","u ,lli,ll"t the iris pigmented epithetium and the ciliary
nonpigmented epithelium of the monkey eye was investigated using a post-emtredding staining
method. Ricinus communis agglutinin-1 (speciflc for B-galactosyl residues) and peanut agglutinin
(speciflc for Gal Bl + 3 GalNAc) bound to the basal surfaces of the ciliary nonpigmented epithelium,
whereas they did not bind to those of the iris pigmented epithelim. The binding intensities of these
Iectins to the ciliary nonpigmented epithelium gradually decreased towards the iris pigmented epith-
elium. The findings suggest a substantial difference in epithelial surface glycoconjugates between the
iris and the ciliary body. Concanavalin A and wheat germ agglutinin bound similarly to both tissues,
whereas Dolichos biflorus agglutinin, soybean agglutinin, lJlex europaeus agglutinin-l, and Lotus
tetragonolobus agglutinin did not bind to either of the tissues. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 92 : 112-114,
1e88)
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I緒  言

細胞表面の複合糖質は,細胞の増殖,発生 。分化 ,

細胞接着,貪食,細胞間認識など種々の重要な生理学

的役割を担っていると考えられている
1)2).毛様体上皮

細胞は,房水産生機能のほか種々の物質の能動輸送 ,

あるいは貪食機能などを有 している
3)～6).毛様体上皮

細胞においても, とくに無色素上皮細胞の基底膜側に

複合糖質が存在し,上記の機能に関与している可能性

が高い。一方, レクチンは糖鎖の配列を認識して特異

的に結合するという特性をもち,細胞表面の複合糖質

の解析に広 く応用されている
7).筆者らは,虹彩色素上

皮及び毛様体無色素上皮表面の複合糖質について, レ

クチン組織化学的に検索した結果,両者の間に差異が

存在することを明らかにしえたので報告する。

II 実験方法

4頭のニホンザル (Zαω
“
ルs“″)の 4眼球を用

いた。ケタラール麻酔下に摘出した眼球を赤道部で二

分割,85%アルコール・ 10%ホ ルマリン・ 5%氷酢酸
にて24時間固定,ア ルコールで脱水,パ ラフィン包埋

した.前眼部を含む標本について厚さ5μ の切片を作製

し,下記のレクチン溶液またはコントロールとしての

レクチン・ ハプテン糖混合液を15分間浸漬した。燐酸

緩衝液で充分洗浄したのち,Zeiss蛍光顕微鏡にて青

色励起フィルターを用いて観察した。

使用したレクチンは,すべて蛍光標識レクチンで,
E‐Yラ ボラトリーズ社 (U.S.ADよ り購入した次の 8

種類である。ヒママメレクチン(RCA‐1),ピ ーナツレ

クチン (PNA),タ チナタマメレクチン (Con A), コ

ムギハイガレクチン (WGA), ドリコスマメレクチン

(DBA), ダイズマメレクチン (SBA), ハリユニシダ

レクチン (UEA‐ 1), ミヤログサレクチン (LTA)。 一

方,各 レクチンの競合阻害剤 (ハ プテン糖)と して,

D‐ ガラク トース(RCA‐1, PNA,SBA), α_メ チル‐D‐

マンノシ ド (Con A),N_ア セチルーD‐グルコサ ミン
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(lVGA),N・ アセチル‐D‐ ガラクトサミン (DBA),L‐

フコース (UEA‐1,LTA)を使用した。実験条件とし

ては,Con A10.05mg/ml;LTA:lmg/mlで ,その

他のレクチンは0.lmg/ml,各 ハプテン糖は200mMの

濃度でそれぞれ使用した。各レクチン染色標本, コン

トロールとしてのハプテン糖を含むレクチン溶液染色

標本とを常に対にして観察し,ハ プテン糖存在下で蛍

光強度の減弱がみられた場合に,その部位を特異的レ

クチン結合部位と判定した。

III 結  果

表 1に ,虹彩色素上皮および毛様体無色素上皮の

各々のレクチンに対する結合の強さについて,おおよ

その視覚的に判定した結果について示した。両上皮の

間で,β‐ガラクトースに特異的に結合するRCA‐ 18)と ,

Gal βl→3 GalNAcに特異的に結合する PNA9)の反

応性に顕著な差がみられた。すなわち, これらのレク

チンによって虹彩色素上皮はほとんど染色されないの

図 1 毛様体無色素上皮 および虹彩色素上皮の
FITC‐PNA染 色像.毛様体無色素上皮基底膜側表
面が強く染色されている(a～ e).虹彩側に近ずくに

つれてその染色性が減弱するとともに(e‐ h),hか ら

始まる虹彩色素上皮基底膜側表面 (h～ 1)はほとんど

染色されておらず,暗 くみえる。

表 1 サル虹彩色素上皮および毛様体無色素上皮の蛍光標識レクチン染色像

レクチン RCA-1 COn A Ⅵ:GA DBA SBA UEA-1 LTA

虹彩色素上皮
(基底膜表面)

毛様体無色素上皮
(基底膜表面)

‖ ‖

十

十

+

+

‖ :最強度 ;+:強度 ;+:弱度 ;± :最弱度 陰 性

PNA



114- (114)

に対し,毛様体無色素上皮では基底膜,あ るいはその
表面に強い反応像が観察された。また同じ毛様体無色

素上皮でも,部位によってその反応性が異なり,虹彩
色素上皮側に近ずくにつれて,次第にその強さが減弱
していくのが観察された (図 1).Con Aお よびWGA
は両方の上皮とも反応がみられたが,その染色性は虹
彩色素上皮に比べ毛様体上皮の方が強かった。DBA,
SBA,UEA‐ 1および LTAは両方の上皮とも反応はほ
とんど観察されなかった .

IV 考  按
本研究において,虹彩色素上皮と毛様体無色素上皮
の間で RCA‐ 1お よび PNAの 染色性に強い差がみら
れたこと,すなわち毛様体無色素上皮には強い反応が
みられたのに対し,虹彩色素上皮ではほとんど反応が
みられなかったことが注目に値する。RCA‐ 1は,血清
型複合糖質に,PNAは 粘液型複合糖質に結合すると
されているが,両方の型の複合糖質とも毛様体無色素
上皮の方に多いことが示唆される。また,細胞表面の
複合糖質は,貪食をはじめとして種々の細胞機能に関
係していることから,虹彩色素上皮に比べ毛様体無色
素上皮はこれらの機能活性が高いことが考えられ,こ
れまでの報告3)～ 6)に一致する結果と思われる.一方,筆

者らは, これらの組織のレクチン結合性のノイラミニ

ダーゼ処理による変化についても予備実験的に検索し

ているが,虹彩色素上皮のレクチン結合性が増強する
ことはなかった。このことは,虹彩色素上皮のWGA
(シ アル酸および GlcNAcに特異的10))に対する結合
性が弱かったことからも予想されたことであるが,糖
鎖非還元末端にシアル酸が結合することによって虹彩

色素上皮の RCA‐ 1お よび PNAの反応性が低いので
はなく,その結合する複合糖質そのものが少ないため

と考えられる。また,以上のレクチンの強い反応が観察

された毛様体無色素上皮基底側表面が,基底膜そのも
のへのレクチン結合を含んでいるのか,あ るいはその
表面のみへの結合なのかについては,光顕的には同定
できなかった.一方,同 じ毛様体無色素上皮でも,虹
彩に近い側ではPNAお よび RCA‐ 1の結合性が弱い
ことは,それらの結合する複合糖質が少なく,それら
の担っているであろう生理学的作用も低いことが考え

られる。 この所見は,毛様体無色素上皮の機能は部位
によって差異のあることを示唆しているものかも知れ

ない。また,DBA,SBA,UEA‐1,LTAに 対する反
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応が虹彩色素上皮,毛様体無色素上皮ともに観察され
なかったことは, これらのレクチンによって認識され

る糖鎖である N‐アセチル‐D・ガラク トサ ミンや L‐フ

コースがこれらの組織の複合糖質の糖鎖末端に存在し

ないか,存在しても組織化学的に検出できない程度に
微量であることを意味しているであろう。毛様体無色

素上皮がムコ多糖を産生しているとの報告H)が ある

が,本研究は糖タンパクや糖脂質などの複合糖質も毛
様体上皮が産生している可能性を示唆しており,その

毛様体上皮機能 との関連性については今後の研究に

よって明らかにしていく必要があるであろう。
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